
月      日 月

お申込み

zoom オンライン研修

14:00～17:00

　発達障害や知的障害のある人の性に関する逸脱行為や、加害・被害の問題については、これまでもさまざまな議論が行われてきまし

た。しかし、加害に関わった当事者への対応や、再発・再犯を防ぐためのプログラムについては、まだ十分とはいえない状況です。

　今回の研修では、発達障害のある人を中心に、性加害に至る背景やその対応について、現状と課題を整理しながら、性障害医療の最

前線でご活躍されている福井裕輝先生にご講演いただきます。

参加費

無料

静岡県に在住／在勤で以下に当てはまる方

https://astashizuoka.jp/workshop/

12 １
オンデマンド配信（当日の録画映像）12月2日 ～ 12月31日まで視聴可能

QRコード、もしくは以下のURLからからアクセスしてください。

福井 裕輝 （　　　　　　　　　　　　　　　）講師 氏

（お問い合せ）静岡県東部発達障害者支援センターアスタ     tel 055-957-9090

11月26日
申込み締切り

まで

オンデマンド配信の視聴のみを希望する方も、お申込みが必要です。

日時

対象

関連する内容の研修 今年度は以下の研修も実施予定です。合わせてご検討ください。

■ R8.1.11「性の多様性の理解と支援」（講師：佐々木掌子 氏）

■ R8.1.28「気付かれにくい“女性の発達障害”と性のこと」（講師：船津裕子 氏）

■ R8.2.22「発達障害の人のための性教育」（講師：國分聡子 氏）

性加害の病理及び対策の現状と課題性加害の病理及び対策の現状と課題
～発達障害を中心に～～発達障害を中心に～

性障害専門医療センターSOMEC
NPO法人 性犯罪加害者の処遇制度を考える会 代表理事／精神科医

　京都大学医学部附属病院精神科、京都医療少年院、国立精神・神経センター（国立精神・神経医療研究
センター）などを経て、2010年にNPO法人性犯罪加害者の処遇制度を考える会、2011年に性障害専門医療
センター（SOMEC）を設立。加害や再犯を防ぐため性嗜好障害などの治療に取り組み、犯罪者の精神鑑
定も行う。一般社団法人男女問題解決支援センターではストーカー加害者、クレプトマニア医学研究所で
は窃盗症患者などの治療も行っている。

・福祉関係者

・司法関係者

・医療および保健関係者

・教育関係者

・発達障害がある方のご家族

・その他の支援者や関係者

（発達障害のある人の支援者等）

（支援学級や支援学校等の教員、教育委員会、SC等）

（医師、看護師、保健師等）

■ R7.11.4「ASDのあるひとの性に関する支援指導」（講師：片山智博 氏）※申込締切り10月30日まで


